
今
昔
物
語
集
巻
五
「
国
王
狩
鹿
入
山
娘
被
取
師
子
語
第
二
」
孝

竹
　
　
村
　
　
信
　
　
治

一
'
は
　
じ
　
め
　
に

今
冊
物
語
集
(
以
下
'
今
昔
と
す
る
。
)
巻
五
抑
2
託
は
次
の
よ
う
な
詣
で

昭

g

R

S
天
竺
の
あ
る
閏
の
王
が
①
「
山
二
御
行
」
し
て
狩
を
し
た
。
王
の
可
変
か
っ

て
い
る
1
人
娘
も
狩
に
随
行
し
た
が
、
夕
方
近
-
な
っ
て
獅
子
の
住
む
洞
に
ま

よ
い
込
ん
だ
。
乾
い
た
獅
子
が
鴨
時
宗
帆
す
る
と
'
王
女
の
従
者
は
恐
が
っ
て

逃
げ
て
し
ま
い
'
王
も
6
L
「
東
西
ヲ
不
知
ズ
迎
ゲ
去
テ
宮
二
道
」
っ
て
し
ま
っ

た
3
校
'
王
女
の
い
な
い
の
に
気
付
い
て
捜
索
隊
を
出
そ
う
と
し
た
が
皆
恐
れ

て
命
に
従
う
者
は
い
な
い
o
 
l
方
、
獅
子
は
残
さ
れ
た
列
に
⑨
「
玉
光
ル
女
」

を
見
出
し
④
r
-
S
'
丁
描
キ
n
テ
本
ノ
柄
ノ
洞
ニ
」
帰
り
'
㊥
「
懐
抱
」
し
た
。

抱
か
れ
た
王
女
は
⑥
「
史
二
物
不
忠
ズ
シ
テ
'
生
ク
ル
モ
非
ズ
、
死
タ
ル
ニ
モ

非
デ
和
ス
」
の
で
あ
っ
た
o
(
以
上
第
1
段
落
一
こ
う
し
て
数
年
が
経
ち
王
女

は
f
)
「
=
i
子
」
を
産
ん
だ
。
子
は
十
歳
を
過
ぎ
た
時
分
に
は
㊥
「
心
武
ク
足
ノ

駿
キ
耕
人
ニ
ハ
不
似
」
る
姿
と
し
て
成
長
し
た
。
そ
の
頃
の
あ
る
日
、
㊥
「
母

ノ
班
ヲ
経
テ
欺
キ
愁
へ
姶
ヘ
ル
坊
ヲ
見
知
」
る
子
は
'
獅
子
の
他
出
中
に
母
に

そ
の
刑
山
を
尋
ね
た
。
母
は
'
⑩
「
弥
ヨ
突
テ
暫
ク
云
フ
事
元
シ
、
哲
ク
有
テ

0
0

災
-
ク
」
自
分
が
⑪
「
此
ノ
国
ノ
天
皇
ノ
娘
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
始
め
事
件
の

純
綿
を
.
治
っ
た
。
子
は
⑲
「
此
ノ
山
ヲ
聞
テ
亦
災
ク
郡
元
限
」
-
'
母
に
⑱
「
都

00000000000

ニ
将
奉
テ
隠
シ
居
へ
奉
テ
養
ヒ
奉
ラ
ム
」
と
思
う
意
志
を
告
げ
る
。
母
は
⑭
「
乍

7
-
;
-
テ
」
子
に
負
わ
れ
、
二
人
は
都
に
出
た
。
子
は
⑮
「
可
然
キ
人
ノ
家
ヲ
借
テ

O

o

o

o

o

o

母
ヲ
隠
シ
居
テ
橘
へ
テ
益
」
っ
た
。
(
以
上
第
二
段
落
一
さ
て
'
獅
子
の
方
は

0
0

洞
に
還
り
妻
子
の
逃
亡
を
知
っ
て
'
⑲
「
恋
悲
ム
デ
都
ノ
方
二
出
デ
、
吠
工
哩
」

っ
た
。
こ
れ
を
閃
い
た
都
の
人
は
餌
恐
じ
惑
い
'
王
は
遂
に
⑲
「
宣
旨
」
を
下

す
。
日
-
'
⑬
「
此
ノ
師
子
ノ
究
ヲ
止
メ
此
ノ
師
子
ヲ
殺
シ
ク
ラ
ム
者
ヲ
バ
'

此
ノ
国
半
田
ヲ
分
テ
可
<
?
知
シ
」
と
。
子
は
そ
れ
に
応
じ
へ
⑲
「
父
ヲ
殺
サ
ム
'

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

尤
附
キ
邦
ナ
レ
ド
モ
'
我
レ
半
田
ノ
王
ト
成
テ
人
ニ
テ
有
ル
母
ヲ
益
ハ
ム
」
と

0
0

E
心
い
、
弓
箭
を
碍
し
て
獅
子
の
許
に
出
か
け
る
。
子
を
見
た
獅
子
は
'
⑳
「
地

二
臥
シ
丸
ビ
テ
喜
プ
事
天
眼
シ
。
仰
ザ
マ
ニ
臥
テ
足
ヲ
延
べ
テ
子
ノ
野
ヲ
砥
リ

5

H

サ

x

e

撫
」
で
て
そ
の
愛
惜
を
表
わ
す
。
子
は
㊧
「
寿
ノ
箭
ヲ
以
テ
師
子
ノ
厳
二
射

立
」
て
る
。
し
か
し
獅
子
は
な
お
⑳
「
子
ヲ
恩
フ
ニ
依
テ
致
テ
噴
ル
気
先
シ
'

弥
ヨ
絞
ヲ
流
シ
テ
子
ヲ
砥
ル
」
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
-
し
て
獅
子
は
息
絶
え

る
。
子
は
そ
の
頭
を
切
っ
て
王
に
献
じ
た
。
(
以
上
第
三
段
落
)
　
王
は
獅
子
の

所
を
見
て
㌍
き
そ
の
首
尾
を
問
う
。
子
は
⑳
「
我
レ
'
此
ノ
次
デ
ニ
事
ノ
根
元

ヲ
ー
I
 
I
テ
国
王
ノ
御
孫
也
ケ
リ
ト
云
畑
ヲ
知
ラ
レ
奉
ラ
ム
」
と
思
い
、
母
か
ら
閃

い
た
事
件
の
経
緯
を
打
ち
明
け
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
王
は
'
⑳
「
父
ヲ
殺
シ
タ

ル
者
ヲ
光
セ
バ
、
我
レ
モ
罪
難
遥
カ
リ
ナ
ム
'
亦
然
リ
-
テ
'
其
ノ
賞
ヲ
不
裡

行
ズ
ハ
既
二
違
約
也
。
然
レ
バ
離
レ
ク
ル
国
ヲ
可
拾
シ
」
と
裁
定
し
'
⑳
〓
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ノ
凹
ヲ
拾
テ
,
母
モ
子
モ
迫
シ
」
た
。
⑳
「
師
子
ノ
予
兆
ノ
国
ノ
王
ト
シ
テ
有

ケ
リ
ノ
3
共
ノ
孫
伝
ハ
-
ツ
1
子
今
住
メ
リ
.
」
(
以
上
邦
四
段
落
)

(
今
井
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
'
洪
字
・

分
ち
古
き
は
現
行
の
字
体
・
1
行
書
き
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。
)

本
話
は
結
び
に
⑳
「
其
ノ
国
ノ
名
ヲ
バ
執
師
子
国
ト
云
フ
也
」
を
も
ち
建
国

説
話
と
し
て
の
体
裁
を
樽
見
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
集
巻
五
冒
頭
十
話
「
国
王
列

伝
」
中
の
1
話
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
源
泉
は
大
唐
西
域
記
(
以
下
、
西
域
記

と
す
る
。
)
怨
十
1
「
僧
伽
経
国
」
条
に
見
え
る
二
柾
建
国
説
話
の
内
の
「
世
俗

ヽ

的
」
班
国
説
話
で
あ
る
。

西
域
記
を
源
泉
と
す
る
今
昔
話
の
依
拠
洗
料
に
つ
い
て
は
班
に
巾
説
が
提
出

さ
れ
て
い
る
(
森
正
人
氏
「
大
唐
西
域
記
と
今
昔
物
語
集
の
問
」
'
国
語
と
国

文
学
'
昭
和
s
　
　
森
氏
に
よ
れ
ば
'
そ
れ
は
'
「
旅
行
見
聞
記
と
し
て
の

原
姿
を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
な
い
'
説
話
部
の
み
を
和
訳
抄
出
し
話
と
し
て
の
ま

と
ま
り
と
体
裁
を
撃
見
た
も
の
だ
っ
た
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
.

怨
五
節
2
話
の
依
拠
資
料
に
つ
い
て
も
こ
の
指
摘
は
充
当
す
る
と
見
ら
れ
る
.

さ
て
,
木
棺
は
、
西
域
記
を
源
泉
と
す
る
今
昔
話
の
依
拠
資
料
に
つ
い
て
の

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

=

'

-

'

・

'

'

'

・

'

-

'

"

"

と
す
る
。
ど
の
よ
う
な
「
話
と
し
て
の
ま
と
ま
り
と
体
裁
を
撃
見
た
も
の
」
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
試
案
を
投
出
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
更
に
'
そ
こ
に

見
出
さ
れ
る
「
説
話
」
に
関
す
る
一
'
二
の
問
題
に
も
言
及
す
る
。

二
'
今
昔
巻
五
第
2
話
が
本
邦
の
先
行
説
話
資
料
に
依
拠
し
た

可
能
性
の
検
討

今
昔
巻
五
第
2
話
と
そ
の
源
泉
で
あ
る
西
域
記
話
と
の
問
に
は
話
の
展
開
の

上
で
の
大
き
な
相
違
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
'
両
者

を
そ
の
叙
述
に
お
い
て
細
か
-
比
較
す
る
と
、
今
昔
話
に
大
小
の
増
幅
・
省
略

・
変
改
の
侍
所
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
は
い
わ
ば
源
泉
説
話

と
の
距
離
を
測
定
す
る
指
標
で
あ
る
o
以
下
の
考
察
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
指
班
が

ど
の
よ
う
な
距
離
を
教
え
る
か
の
検
討
を
中
心
と
す
る
。

ま
ず
,
木
節
で
は
'
今
昔
話
が
西
域
記
話
に
直
接
取
材
し
て
説
話
化
さ
れ
た

こ
と
を
石
・
:
j
す
る
徴
証
と
な
る
と
見
ら
れ
る
も
の
を
と
り
あ
げ
る
。

山
　
南
印
度
に
1
り
の
国
王
あ
り
。
女
を
隣
国
に
嫡
し
て
吉
日
に
送
り
帰
ぐ
と

き
,
路
に
師
子
に
逢
い
て
'
侍
衛
の
徒
は
女
を
粟
て
ゝ
難
を
逃
る
O

(
国
訳
1
切
経
史
伝
部
所
収
の
小
野
玄
妙
氏
に
よ
る
訳
文
を
用
い
た
3
引
用

に
際
し
て
,
洪
字
及
び
仮
名
拙
い
は
そ
れ
ぞ
れ
現
行
の
字
体
・
仮
名
T
T
J
い
に

改
め
た
。
以
下
同
様
に
す
る
0
)

こ
れ
は
本
話
柄
冒
頭
の
王
女
一
行
が
獅
子
に
襲
わ
れ
た
場
面
に
対
応
す
る
西

域
記
話
の
叙
述
で
あ
る
。
今
昔
話
は
廊
狩
り
に
「
御
行
」
し
た
王
に
王
女
が
随

行
し
た
折
の
出
来
郡
と
し
て
い
る
(
㊨
)
.
こ
れ
は
、
蓋
し
嘉
の
伝
承
の
過

程
で
加
え
ら
れ
た
変
改
と
見
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
虫
宝
の
女
性
が
大
陸
に
嫁
入

り
し
た
と
い
う
例
は
な
く
,
従
っ
て
源
泉
話
の
場
面
の
設
定
は
一
語
の
現
実
性

を
失
わ
せ
る
。
逆
に
,
狩
の
行
幸
は
現
実
味
を
与
え
'
説
話
の
事
受
者
の
即
解

を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
・
こ
れ
は
'
い
う
な
れ
ば
一
語
の
日
本
化
の
過
程

に
お
け
る
変
改
で
あ
る
。

1
話
の
日
本
化
の
過
程
で
坊
面
の
設
定
に
変
改
の
加
え
ら
れ
た
例
と
し
て
は
'

枕
等
子
「
社
は
」
の
段
(
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
二
二
六
段
)
に
引
か
れ
た

「
蟻
通
し
の
明
神
」
縁
起
誰
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
縁
起
の
形
成

過
程
に
つ
い
て
は
諸
説
(
川
口
久
雄
氏
　
軍
安
朝
日
本
所
文
学
史
の
研
究
下
㌔
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山
内
益
次
郎
氏
「
蟻
通
説
話
の
形
成
」
-
平
安
朝
文
学
研
究
7
-
へ
萩
谷
朴
氏

r
枕
草
子
下
し
頭
注
-
新
親
日
本
古
典
集
成
I
、
等
一
あ
っ
て
不
用
意
な
言
は

憤
ま
な
-
て
は
な
ら
な
い
が
'
難
題
の
問
答
を
す
る
二
田
を
悟
と
日
本
と
し
て

い
る
所
(
雑
宝
蔵
経
=
大
神
と
国
王
'
賢
磁
経
-
時
又
P
利
周
と
舎
衛
国
、
今

詣
巻
五
第
3
2
話
=
天
竺
の
二
間
'
打
開
集
m
-
二
間
'
奥
義
抄
古
歌
悶
=
「
こ

の
-
に
」
と
「
な
ら
ぴ
の
国
」
)
　
に
'
枕
叩
子
話
に
お
け
る
　
「
仏
教
説
話
の
日

本
化
」
　
(
研
賀
敬
二
先
生
r
枕
叩
子
入
門
』
'
有
斐
閣
新
G
.
昭
和
E
3
)
を
い
う

こ
と
は
で
き
る
3

こ
の
よ
う
に
資
料
川
に
脱
す
る
変
改
が
設
定
の
日
本
化
に
よ
る
現
実
性
の
付

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

与
と
い
う
営
為
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
話
柄
を
天
竺
部

に
配
列
し
た
今
苦
編
者
の
手
に
か
か
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従

っ
て
'
こ
の
変
改
簡
所
は
今
昔
話
の
説
話
内
容
叙
述
部
分
と
源
泉
説
話
と
の
直

は
*
>
?
v
i
 
'
-
を
苗
小
J
-
-
.
:
o
仙
北
と
な
t
O
*

以
1
i
設
定
に
右
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
変
改
を
も
つ
今
昔
話
は
'
そ
の
叙
述

巾
に
も
説
話
内
容
叙
述
部
分
が
源
泉
説
話
に
直
接
取
材
し
た
も
の
で
な
い
こ
と

を
示
唆
す
る
微
誰
を
柁
し
て
い
る
。
今
菅
話
中
3
)
に
E
h
J
る
「
天
皇
」
の
語
が

そ
れ
で
あ
る
む

わ
が
国
の
天
臭
の
称
は
、
唐
朝
の
則
天
武
后
が
高
宗
の
皇
后
で
あ
っ
た
六
七

四
年
に
自
分
を
天
后
'
夫
を
天
皇
と
呼
び
改
め
さ
せ
た
所
か
ら
来
て
い
る
(
益

田
勝
尖
氏
「
神
話
の
な
か
の
女
」
、
伝
統
と
現
代
聖
昭
和
　
o
>
)
　
と
い
う

こ
と
だ
が
'
本
来
そ
の
称
を
も
つ
こ
と
の
な
い
今
市
の
天
竺
・
霞
旦
両
部
九
巻

所
収
説
話
に
は
1
8
謡
9
2
例
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
各
話
に
つ
い
て
'
用
例
数
・

出
現
餌
所
(
地
の
文
・
会
話
・
心
語
・
題
目
)
・
他
語
用
例
数
・
同
文
的
同
一

説
話
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
収
め
る
充
料
名
を
T
紫
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
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料
に
同
文
的
同
1
説
話
を
も
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
同
文
的
同
7
説
話
を
見

出
せ
な
い
九
話
に
つ
い
て
見
る
と
'
巻
三
第
n
話
'
巷
四
第
M
.
C
^
話
'
巻
五

第
N
-
5
話
は
西
域
記
を
源
泉
と
し
て
い
る
。
こ
の
外
の
四
話
中
三
話
は
和
文

貿
料
に
依
拠
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
仮
名
苔
自
立
語
の
用
例
を

も
ち
(
山
口
佳
紀
氏
「
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
文
体
-
仮
名
吉
自
立
語
の
意
味

す
る
も
の
-
」
'
同
語
と
国
文
学
'
昭
和
　
　
c
o
)
'
残
る
巻
十
第
1
8
話
は
出
典

未
詳
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
'
「
天
皇
」
の
語
を
も
つ
天
竺
・
震
且
部
所
収
話

が
今
井
編
者
の
手
で
由
接
説
話
化
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

と
見
ら
れ
よ
う
。
更
に
へ
そ
の
1
8
話
中
1
4
話
ま
で
が
巻
五
・
十
に
集
中
し
て
い

る
点
は
注
目
し
て
よ
い
。
両
巻
は
そ
の
所
収
説
話
の
依
拠
汽
料
に
つ
い
て
「
摂

字
文
献
ば
か
り
で
は
あ
り
得
ず
'
平
仮
名
文
又
は
h
J
字
片
仮
冬
父
り
文
が
入
っ

て
捕
た
」
と
さ
れ
て
い
る
(
山
口
氏
、
先
掲
論
文
)
。
こ
れ
は
右
の
推
察
と
l

致
す
る
.
即
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
'
巻
五
第
2
話
に
「
天
白
」
の
語
を
見
出
す

こ
と
は
'
本
話
が
本
邦
の
先
行
説
話
資
料
に
依
拠
し
た
可
能
性
を
教
え
る
こ
と

に
な
ろ
う
Q

と
こ
ろ
で
'
天
竺
・
P
d
且
部
の
「
天
虫
」
の
語
を
も
つ
話
が
本
邦
の
先
行
説

話
貿
料
に
依
拠
し
た
と
し
て
、
で
は
な
ぜ
そ
こ
に
「
天
日
」
の
語
が
散
見
す
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
考
え
る
為
に
今
昔
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
国
の
王
」
の

呼
称
に
つ
い
て
概
観
李
が
し
て
お
-
0

今
4
.
3
に
お
け
る
「
同
の
王
」
の
呼
称
に
は
六
種
あ
る
。
天
竺
・
霞
目
l
・
本
朝

仏
は
・
本
朝
1
1
と
俗
の
別
を
以
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
称
の
旦
見
る
話
の
数
を
示
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
。
(
戯
下
段
は
異
な
り
語
数
)

王

(
「
王
」
に
つ
い
て
「
問
魔
王
」
の
略
称
・
「
獣
ノ
王
」
の
類
は
と
ら
な
い
。

又
「
槽
王
」
に
つ
い
て
も
呼
称
以
外
は
と
ら
な
か
っ
た
。
)

認
-
^
の
仕
方
で
多
少
の
数
の
R
'
な
り
が
あ
ろ
う
が
'
右
の
表
に
よ
っ
て
'
天

竺
・
宗
旦
=
「
国
王
」
　
「
王
」
　
「
大
王
」
'
本
朝
-
「
天
皇
」
と
い
う
今
昔
の

用
語
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
は
堪
え
よ
う
。
こ
れ
は
'
先
の
「
天
皇
」
の
語
の
出

現
話
一
覧
に
見
ら
れ
た
'
巷
I
 
t
i
l
エ
バ
・
七
・
九
で
「
天
皇
」
の
用
例
が
少

な
い
点
へ
天
竺
部
で
の
用
例
が
同
T
話
内
の
仙
語
用
例
数
に
比
べ
て
少
な
い
点

等
に
説
明
を
与
え
て
い
る
と
写
冬
ら
れ
る
。
ご
-
当
然
の
用
語
方
針
と
も
い
え

る
が
'
他
の
説
話
資
料
と
の
対
比
の
上
か
ら
す
れ
ば
注
目
し
て
よ
い
1
方
針
で

あ
る
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
'
こ
の
方
針
は
'
天
竺
・
霞
日
面
に
「
天
虫
」
の
語
が
あ
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
そ
れ
程
徹
底
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
巻
十
1

第
*
-
B
話
に
は
天
虫
を
「
国
王
」
　
「
王
」
と
呼
ぶ
例
が
あ
り
'
逆
に
巻
十
1

第
=
サ
・
」
話
へ
巻
十
六
第
1
話
'
巷
十
七
第
3
8
話
、
巻
十
九
第
2
話
に
は
国
王

99



を
「
大
山
」
と
す
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
7
話
中
に
印
比
・
巾
閏

を
邦
ム
日
と
す
る
話
材
を
も
っ
て
い
て
'
方
針
の
乱
れ
は
そ
こ
に
起
閃
し
た
と
見

ら
れ
る
3
つ
ま
甘
、
今
昔
揃
者
の
方
針
は
こ
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

s
n
a「

国
土
」
　
「
大
熊
」
等
と
同
じ
-
今
昔
説
話
に
お
い
て
「
国
の
王
」
の
呼
称

と
し
て
川
い
ら
れ
た
語
に
「
帝
」
　
「
帝
王
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
川
例
は
少
な

"

J

'

-

>

-

柑

'

.

4

-

'

'

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

I

蝣

-

捕

.

-

 

'

I

・

蝣

-

 

'

∩
口
火
　
ト
申
ケ
ル
荷
一
人
ノ
姐
御
ケ
リ
」
　
(
準
二
十
1
第
訓
話
)
と
あ
る
も

の
で
「
王
ニ
」
の
欠
字
が
予
想
さ
れ
る
(
同
株
の
「
稽
王
」
の
用
例
は
准
十
第

7
詰
、
巷
十
二
第
4
話
に
見
え
る
)
。
霞
且
部
の
門
話
は
そ
の
内
三
話
が
「
国

王
」
と
併
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
仙
説
話
弐
料
の
場
合
と
比
べ
て
用
例
数
の

少
な
い
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
「
帝
王
」
は
十
話
に
見
ら
れ
る
が
そ
の
内

二
話
五
十
第
N
・
3
話
)
は
題
H
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
.
こ
の
語
は

拳
l
十
八
第
4
話
な
ど
の
以
合
の
よ
う
に
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
用
い
ら
れ

た
と
琴
冬
ら
れ
る
用
例
も
あ
っ
て
'
間
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
巾
に
「
天
日
」

と
の
併
用
例
が
見
出
さ
れ
て
注
目
さ
れ
る
。
巻
七
第
1
4
話
'
巻
十
第
7
話
'
巷

十
二
卯
5
話
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
て
'
以
上
の
概
観
を
踏
ま
え
て
天
竺
・
定
員
部
に
見
ら
れ
る
「
天
虫
」
の

闇
n
w
繭
e
a
s
s
i

「
天
・
=
j
」
の
語
を
も
つ
天
竺
・
霞
旦
部
説
話
の
内
'
同
文
的
同
1
説
話
を
他

説
語
貿
料
に
見
山
せ
る
話
に
つ
い
て
'
呼
称
の
対
応
を
検
す
れ
ば
次
の
よ
う
に

K
E
g
i

王

王

こ
れ
は
、
今
昔
説
話
が
依
拠
説
話
で
の
呼
称
を
改
め
る
方
式
に
紬
「
み
か
ど
・

花
王
」
1
「
天
見
」
、
伽
「
み
か
ど
・
稽
王
」
1
「
国
王
」
、
脚
「
み
か
ど
」
1

「
・
.
e
王
」
の
三
通
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
る
Q
た
だ
へ
脚
は
'
「
帝
王
」
が

「
天
虫
」
　
「
国
王
」
に
改
め
ら
れ
る
対
象
語
で
あ
る
こ
と
へ
今
昔
に
お
い
て

「
柑
王
」
の
用
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
推
し
て
'
編
者
の
「
天
母
」
　
「
帝
王
」

混
用
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
先
に
あ
げ
た
巷
七
第
1
4
話
等
を
参
照
す
れ
ば

明
ら
か
だ
O

今
昔
の
呼
称
変
改
に
右
の
よ
う
な
方
式
を
認
め
う
る
こ
と
は
、
天
竺
・
定
員

部
の
「
天
災
」
の
用
例
を
考
え
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
こ
こ
で
'
先
の
概
観
で

示
し
た
「
市
」
の
用
例
の
少
な
い
点
は
想
起
-
o
れ
て
よ
い
。
つ
ま
り
'
そ
れ
は

今
廿
が
「
帝
」
を
「
天
虫
」
　
「
国
王
」
に
改
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
「
天

n
」
の
用
例
が
天
竺
・
定
日
蔀
に
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
「
帝
」
を
「
国
王
」

に
改
め
る
過
程
に
「
国
王
」
　
「
天
只
」
の
用
語
区
別
方
針
が
暖
味
に
な
る
点
と

「
帝
王
」
　
「
大
損
」
混
用
傾
向
と
が
彫
榔
‥
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
帝
」
を
改

め
た
た
め
　
-
　
「
帝
」
　
(
「
み
か
ど
」
)
を
用
い
た
資
料
'
即
ち
そ
れ
は
本
邦
の

先
行
説
話
党
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
国
の
王
」
を
「
国
王
」
　
「
王
」

「
大
王
」
と
呼
ば
な
い
先
行
説
話
資
料
に
依
拠
し
、
そ
の
呼
称
を
改
め
よ
う
と

r- lOQ --



し
た
所
に
「
天
以
」
の
語
は
山
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
れ
ば
'
そ
れ
は
、
「
天
山
]
」
の
語
が
天
竺
・
㌫
日
面
の
世
俗
部
的

o
o

な
怨
で
あ
る
巻
五
・
十
に
多
い
点
や
、
霞
日
面
の
用
例
が
「
定
日
画
史
」
を
扱

う
巻
十
に
集
中
し
'
し
か
も
そ
の
数
が
1
話
内
の
仙
語
川
例
数
を
は
る
か
に
上

ま
わ
る
点
に
説
明
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
'
今
昔
巷
五
第
2
話
の
依
拠
説
話
と
源
泉
説
話
と
の
拒
虹

今
八
巻
五
第
2
話
が
本
邦
の
先
行
説
話
資
料
に
依
拠
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
'

今
苅
請
叙
述
に
残
さ
れ
た
微
誰
を
と
り
あ
げ
て
略
述
し
た
。
本
話
が
そ
の
よ
う

な
説
話
汽
料
に
依
拠
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
材
料
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
そ
の
一

つ
は
蝣
^
'
+
~
i
v
.
z
¥
m
'
i
z
-
-
-
(
・
間
謡
の
7
*

蝣
,
-
n
述
で
あ
る
.

太
.
+
記
拳
二
十
二
「
直
冬
与
富
野
殿
合
体
節
付
天
竺
宗
旦
物
語
事
」
に
は

「
剃
ノ
タ
メ
ニ
道
ナ
ケ
レ
バ
忠
ア
レ
ド
モ
罪
セ
ラ
ル
」
石
本
古
典
文
学
大
系

木
に
よ
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
洪
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
。
)

こ
と
の
例
と
し
て
木
話
柄
が
引
か
れ
て
い
る
。
説
話
利
用
の
中
相
的
展
開
を
考

え
る
上
で
の
好
男
料
で
あ
る
。
叙
述
は
源
泉
説
話
に
近
い
部
分
・
遠
い
部
分
の

規
約
で
'
木
話
柄
の
柁
祁
な
伝
承
過
程
を
教
え
る
。
そ
の
拡
泉
か
ら
追
い
部
分

に
今
謡
と
共
通
の
変
改
・
省
略
・
増
耐
筒
所
が
旦
り
れ
る
。
左
に
そ
の
主
公

5
^
1
3
昭
B
*
3
J
駅
。

仰
<
'
i
^
m
f
-
^

川
獅
子
と
王
女
と
の
問
に
生
ま
れ
た
子
を
男
1
人
と
し
て
い
る
点
(
①
)
0

」
蝣
」

I
太
平
記
「
后
タ
ゞ
ナ
ラ
ズ
成
給
テ
男
子
ヲ
生
給
へ
リ
0
」
'
西
域
記

0
0

「
遂
に
男
女
を
挙
め
り
O
」
(
以
下
引
用
の
朋
伴
は
こ
れ
に
な
ら
う
。
一

川
手
が
母
を
獅
子
の
も
と
よ
り
逃
れ
さ
せ
た
時
母
が
洋
ぶ
点
(
⑭
)
。
-

「
母
ノ
后
無
レ
限
甫
テ
」
、
な
し
'

母
子
が
獅
子
の
も
と
を
逃
れ
た
時
そ
の
親
族
が
生
き
て
い
る
点
(
国
王

は
王
女
の
父
)
。
　
-
　
「
后
此
子
ニ
n
レ
テ
'
肺
子
国
ノ
王
宮
へ
ゾ
参
り

拾
ケ
ル
へ
帝
不
レ
斜
苗
ビ
思
召
テ
」
　
(
相
は
王
女
の
夫
)
へ
　
「
足
に
於
て
母

の
本
田
に
至
る
。
国
に
家
族
は
非
ら
ず
し
て
宗
祇
も
己
に
滅
び
た
る
を
も

っ
て
邑
人
に
投
寄
せ
り
O
」
　
(
⑩
・
⑮
間
'
伯
し
今
昔
は
こ
の
場
面
省
略
o
)

0
0

山
の
洞
に
還
っ
た
獅
子
が
妻
子
を
恋
し
-
思
っ
て
い
る
点
(
⑬
)
。
-

o
O

「
師
子
外
ノ
山
ヨ
リ
帰
り
来
テ
后
ヲ
討
求
ル
ニ
、
后
モ
座
サ
ズ
'
我
子
モ

G
G

ナ
シ
o
」
へ
「
其
ノ
師
子
王
は
還
り
て
見
る
所
無
し
。
男
女
を
追
い
恋
し
て
'
」

獅
子
を
討
つ
者
を
誹
る
布
令
の
内
容
に
「
此
ノ
国
半
国
ヲ
分
テ
可
令
知

シ
」
と
し
て
裳
を
S
示
し
て
い
る
点
(
⑱
一
。
　
-
　
「
大
同
ヲ
一
州
下
サ

ル
ベ
シ
。
」
'
「
当
に
前
方
を
酬
い
茂
精
を
式
粧
す
べ
し
」

子
が
獅
子
を
討
つ
の
に
用
い
た
的
㌫
を
「
弓
箭
」
・
「
毒
ノ
箔
」
と
し
て

い
る
点
(
⑲
・
⑳
)
.
-
　
「
粒
ノ
弓
践
ノ
矢
ヲ
拝
へ
'
鍍
孟
伸
ヲ
撃
ア
」

・
「
我
子
ノ
毒
ノ
矢
ヲ
ハ
ゲ
テ
立
向
タ
ル
ヲ
見
テ
」
へ
　
「
乃
ち
小
刀
を
袖
の

う
ち
に
し
」
・
「
乃
ち
刀
を
腹
中
に
判
し
た
れ
ど
も
」

獅
子
を
討
っ
た
子
へ
の
裁
定
が
'
国
王
の
子
を
訳
す
る
際
の
逮
巡
を
表

わ
す
内
容
と
な
っ
て
い
て
'
西
域
記
に
お
け
る
子
を
肘
逆
の
刑
で
裁
-
意

味
合
い
が
弱
-
な
っ
て
い
る
点
(
㊨
)
0
-
　
「
勅
宜
二
随
フ
処
ハ
維
レ
有
レ

-
 
-
-
'
.
/
-
・
.
 
*
・
/
.
-
-
・
-
:
/
.
 
'
t
 
j
-
-
:
'
'
し
　
　
　
　
∴
‥

変
ジ
難
シ
」
'
「
逆
な
る
か
な
'
父
を
だ
も
尚
害
す
、
況
ん
や
親
に
非
ざ
ら

ん
を
や
。
育
種
は
馴
れ
難
し
'
凶
情
動
き
易
か
ら
ん
。
民
の
害
を
除
-
こ

と
は
井
の
功
大
な
れ
ど
も
'
父
の
命
を
断
ち
し
こ
と
は
其
の
心
逆
な
り
。

賞
を
爪
-
し
て
以
て
共
の
功
を
酬
い
'
遠
放
し
て
以
て
其
の
逆
を
課
せ
ん

-w



に
は
'
則
ち
国
典
を
齢
か
ず
」

㈲
　
省
略
簡
所
(
原
典
叙
述
が
長
文
で
あ
る
の
で
引
用
は
大
i
I
三
新
僧
大
蔵
経
第

五
十
t
巻
所
収
の
原
洪
文
を
用
い
る
o
)

川
　
獅
子
退
治
の
た
め
に
施
し
た
国
王
の
諸
策
の
叙
述
一
⑰
の
前
)
。
　
-

「
井
王
惚
二
仁
化
之
不
一
レ
拾
也
。
乃
縦
二
獅
革
期
]
l
於
拾
樺
1
。
王
舶
率
二
四
兵
l

衆
以
.
1
万
計
一
。
掩
二
浦
林
蔽
]
弥
二
跨
山
谷
】
.
帥
予
定
帆
人
両
脚
易
。
班
不
二

摘
樺
l
O
」

的
　
獅
子
を
討
つ
名
を
討
る
布
令
を
閃
い
た
際
の
母
子
の
会
話
以
前
(
⑱
・

⑲
問
一
。
　
-
　
「
光
子
閏
.
l
王
之
令
l
。
乃
謂
レ
母
日
。
飢
寒
己
甚
宜
可
レ
応
レ

0
0
　
0
0
0

茄
。
或
有
レ
所
レ
得
以
相
撫
育
。
母
日
o
言
不
1
可
レ
若
レ
足
。
彼
雄
レ
苗
也
柄

0
　
0
0
　
　
0
0
　
0
0
　
0
0
　
0
0

謂
レ
父
蔦
。
岩
以
二
位
辛
l
而
興
]
I
逆
害
二
彼
は
市
な
り
と
経
も
猶
父
と
軍
っ
。

叫
脱
に
恨
辛
な
る
を
以
て
逆
害
を
興
さ
ん
や
)
。
千
日
。
人
畜
異
類
礼
義
安

在
。
既
以
遠
的
此
心
何
巽
.
」

*
7
*
　
獅
子
を
討
っ
た
子
へ
の
裁
定
が
下
っ
た
後
、
執
価
子
国
建
国
の
経
緯
香

'
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;
蝣
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∴
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良
川

山
門
矧
矧
矧
帯
州
矧
っ
刊
封
剣
甥
~
コ
劉
山
劉
楓
矧
喝
叫
共
男
船
詑
レ
海
至
二
此

純
一
a
 
c
レ
　
　
　
　
仙
於
レ
中
止
i
4
-
i
/
.
^
/
嫡
人
指
し
・
実
相
;
-
'
H
,
‥
消
巾
一
.
)
乃

箪
1
其
商
主
-
甲
1
其
子
女
一
.
如
レ
是
繁
息
子
孫
衆
多
。
遂
立
二
君
臣
l
以
位
ニ

叫
ノ
心
憂
サ
'
何
二
命
ノ
ナ
ガ
ラ
へ
テ
'
1
日
片
時
モ
過
ベ
シ
-
覚
エ
ズ
'

消
ヌ
ヲ
露
ノ
身
ノ
憂
サ
ニ
思
召
沈
マ
セ
拾
ヒ
ケ
ル
ガ
」
、
な
し
、

仲
　
子
が
獅
子
の
頭
を
王
に
献
じ
た
点
(
⑳
の
前
一
。

「
子
、
師
子
ノ
頚

上
下
l
。
建
レ
都
築
レ
邑
拠
]
1
有
強
域
一
。
以
≡
其
先
祖
檎
二
執
師
子
一
。
田
挙
二
冗

-

i

!

Z

.

-

.
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い
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7

.

'

故
今
西
大
女
国
是
也
9
故
(
敬
)
　
師
子
国
人
-
.
.
.
(
下
略
)
O
」

㈲
　
L
=
幅
冊
所

の
　
獅
子
に
抱
か
れ
た
際
の
王
女
の
様
子
の
描
写
一
⑥
)
o
I
「
始
ノ
程
ハ

后
'
カ
ゝ
ル
荒
キ
湖
ノ
中
二
交
リ
ヌ
レ
バ
'
我
サ
へ
再
現
ノ
身
ト
成
ヌ
ル

ヲ
収
テ
天
子
二
足
ヲ
奉
ル
。
」
'
な
し
'

以
上
、
源
泉
話
と
相
違
す
る
部
分
に
お
け
る
今
昔
話
と
太
平
記
話
と
の
共
通

要
瀬
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
は
両
語
間
の
近
さ
を
教
え
て
い
る
o
 
L
か
し
へ
太

平
記
話
に
は
源
泉
話
と
も
今
昔
話
と
も
異
な
る
点
、
今
昔
話
よ
り
源
泉
話
に
近

い
点
な
ど
も
あ
り
'
そ
こ
に
今
普
請
か
ら
太
平
記
話
へ
の
直
接
・
間
接
の
依
拠

関
係
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
右
の
諸
点
は
'
今
昔
話
・
太
平
記
話
の
二
つ

の
別
伝
承
系
統
が
そ
れ
ら
の
伝
承
の
基
礎
と
な
っ
た
あ
る
説
話
資
料
に
含
ま
れ

て
い
た
も
の
と
し
て
共
通
に
伝
え
て
き
た
要
素
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
'
今
背
話
・
太
平
記
話
の
共
通
要
素
に
つ
い
て
右
の
よ
う
に
解
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
へ
そ
の
「
あ
る
説
話
資
料
」
は
共
通
要
素
が
源
泉
話

に
追
い
部
分
で
認
め
ら
れ
る
所
か
ら
見
て
本
邦
の
先
行
説
話
資
料
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
'
今
背
話
が
太
平
記
話
と
の
共
通
要
素
を
も
っ
た
説

話
に
依
拠
し
た
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
れ
と
同
時
に
今
昔
話
の
依
拠
し
た
説
話
が

ど
の
よ
う
な
話
で
あ
っ
た
か
を
探
る
材
料
を
も
提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
勿

論
'
こ
の
共
通
要
素
以
外
の
今
昔
話
叙
述
の
す
べ
て
が
依
拠
説
話
に
な
か
っ
た

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
依
拠
説
話
の
全
姿
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
'
依
拠
説

話
と
瀕
泉
説
話
と
の
距
離
を
測
定
す
る
指
概
と
し
て
こ
れ
を
扱
う
こ
と
は
で
き

る
。

E
r
今
昔
巷
五
第
2
話
の
依
拠
説
話

西
域
記
を
源
泉
と
す
る
今
昔
話
の
依
拠
資
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
詰
と
し
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て
の
ま
と
ま
り
と
体
裁
と
を
整
え
た
」
姿
に
ま
で
変
改
の
加
え
ら
れ
た
説
話
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
森
氏
の
こ
の
ご
見
解
は
'
私
見
に

よ
れ
ば
、
西
域
記
を
源
泉
と
す
る
今
昔
話
の
説
話
内
容
を
叡
述
し
た
部
分
に
お

い
て
は
首
肯
さ
れ
る
が
'
そ
の
注
記
部
分
に
お
い
て
は
別
の
解
釈
が
可
能
で
あ

る
。
即
ち
'
注
記
部
分
の
叙
述
は
説
話
内
容
叙
述
部
分
と
比
べ
て
源
泉
話
に
近

く
、
西
域
記
が
依
拠
説
話
に
対
す
る
「
注
記
用
文
献
」
と
し
て
今
昔
編
者
に
用

い
ら
れ
た
こ
と
を
耗
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
更
に
'
西
域
記
を
源
泉
と
す
る
今
昔

話
を
検
討
す
る
と
'
西
域
記
が
話
材
付
加
・
説
話
配
列
の
参
考
資
料
と
し
て
も

利
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
一
拙
稿
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
に
お
け
る
説
話
定
着

の
1
方
法
I
大
府
西
域
記
と
今
昔
物
語
某
の
関
係
-
」
、
古
代
中
世
国
文
学
2
'

昭
和
3
・
ォ
)
　
そ
の
よ
う
な
例
の
7
つ
に
は
'
巻
五
「
個
迦
羅
五
百
商
人
共

至
粁
刺
国
語
第
こ
が
あ
る
。

巻
五
第
1
話
は
、
第
2
話
の
源
泉
記
事
に
続
き
「
仏
法
所
記
日
」
と
し
て
所

載
の
「
仏
教
的
」
建
国
説
話
を
源
泉
と
す
る
。
関
係
説
話
は
宇
治
拾
氾
物
語
第

9
1
話
や
宝
物
集
(
九
冊
本
一
に
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
ら
と
の
比
較
結
果
か
ら
推

し
て
'
今
昔
話
は
宇
治
拾
退
物
語
に
伝
え
る
よ
う
な
姿
の
説
話
に
依
拠
し
、
西

域
記
に
よ
っ
て
語
末
に
注
記
を
加
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
注
記
は
、

E
i
　
然
レ
バ
其
ノ
国
ヲ
バ
侶
迦
擢
国
卜
云
フ
也

で
あ
る
。
こ
れ
を
得
て
建
国
説
話
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
昔
前
者
は
西
域

記
を
閲
L
t
そ
れ
が
建
国
説
話
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
依
拠
説
話
に
注
記
を
加

え
巻
五
冒
頭
十
話
の
「
国
王
列
伝
」
に
叶
う
も
の
と
し
'
又
「
仏
教
的
」
所
伝

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
「
世
俗
的
」
所
伝
で
あ
る
第
り
1
話
源
泉
と
の
記
城
舶
序

を
逆
に
L
t
本
話
を
巻
五
冒
頭
に
配
列
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
西
域
記
か
ら
の
注
記
を
右
の
形
で
巻
五
第
1
話
に
認
め
得
る
こ

と
は
、
第
2
話
に
お
け
る
西
域
記
か
ら
の
注
記
を
も
予
想
さ
せ
る
。
そ
の
意
味

で
'
第
2
話
の
㊨
文
が
第
1
話
の
資
料
物
と
近
似
す
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
⑳

文
を
生
む
源
泉
叙
述
は
太
平
記
話
と
の
共
通
要
素
㈲
・
㈹
引
用
文
中
の
波
紋
部

G

に
あ
る
。
西
域
記
諸
本
中
国
名
を
「
執
師
子
国
」
と
す
る
本
文
は
醍
塑
二
宝
院

所
蔵
古
写
本
に
見
え
て
い
る
　
(
r
大
府
西
域
記
考
異
索
引
」
に
よ
る
。
院
政
期

の
本
文
・
訓
法
を
伝
え
る
石
山
寺
蔵
本
は
巻
十
T
を
欠
-
)
。
⑳
文
は
第
1
話

と
同
じ
-
第
2
話
を
建
国
説
話
に
仕
立
て
る
た
め
の
今
昔
如
者
に
よ
る
注
記
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
推
定
を
助
け
る
材
料
の
1
つ
ば
太
平
記

話
と
の
共
通
要
素
に
㈲
省
略
箇
所
的
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

今
昔
話
・
太
平
記
話
が
共
に
省
略
し
た
㈱
・
M
は
'
源
泉
話
に
お
い
て
は
1

話
を
建
国
説
話
に
導
-
主
要
な
叙
述
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
を
今
昔
話
は
ほ
と
ん

ど
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
o
太
平
記
話
は
こ
れ
を
省
略
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

㈱
　
思
裳
二
役
擬
ケ
ル
一
国
ノ
正
税
・
官
物
、
百
年
ガ
問
ヲ
勘
テ
'
天
下
ノ
蝶

寡
孤
独
ノ
施
行
二
引
レ
ヌ
。

を
以
っ
て
結
ん
で
お
り
'
い
か
な
る
建
国
説
話
を
も
導
か
な
い
.
こ
れ
は
冒
頭

で
「
苦
天
竺
二
師
子
国
ト
云
国
ア
リ
」
と
し
て
一
語
の
舞
台
を
「
師
子
国
」
に

し
て
い
る
こ
と
と
も
皿
迅
す
る
と
見
ら
れ
へ
今
市
話
・
太
平
記
詰
問
の
共
通
要

素
を
も
っ
た
原
話
に
あ
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
太
平
記

話
が
そ
の
形
成
過
程
に
独
自
に
柑
た
と
考
え
ら
れ
る
が
'
こ
こ
に
こ
の
よ
う
な

加
筆
・
変
改
を
生
み
;
?
た
所
に
は
、
そ
の
原
話
が
既
に
建
国
説
話
の
形
を
と
ら

な
い
'
或
い
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
形
を
残
さ
な
い
説
話
で
あ
っ
た
事
情
を
軍
っ
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
3

依
拠
説
話
を
建
国
説
話
に
仕
立
て
る
た
め
に
加
え
ら
れ
た
今
昔
の
注
記
は
㊥

文
だ
け
で
は
な
い
。
⑳
文
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
⑳
文
は
そ
れ
に
対
応
す
る
原
典
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叙
述
が
明
確
に
は
見
出
せ
な
い
。
む
し
ろ
第
1
話
の
方
に
同
文
的
な
叙
述
が
J

出
さ
れ
る
。
第
1
話
の
そ
れ
は
宇
治
拾
退
物
語
話
の
叙
述
に
も
あ
っ
て
依
拠
説

話
以
来
の
も
の
と
考
を
ら
れ
る
。
こ
れ
が
第
2
話
に
あ
る
の
で
あ
る
。
⑳
文
と

第
1
話
資
料
i
i
と
の
近
似
と
あ
わ
せ
見
る
と
'
そ
れ
は
第
2
話
が
第
1
話
に
基

づ
い
て
建
国
説
話
と
し
て
類
型
化
さ
れ
た
こ
と
を
不
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
⑳
文
は
そ
れ
に
対
応
す
る
第
1
話
の
叙
述
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
.
今

昔
に
は
そ
の
よ
う
な
類
判
化
が
1
説
話
群
内
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
(
孤

稿
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
に
お
け
る
説
話
・
従
前
の
7
方
法
-
類
型
的
説
話
の
検

討
-
」
、
国
文
学
致
8
3
'
昭
和
5
・
9
)
。
今
昔
航
者
は
西
域
記
を
閲
し
'
そ
れ

が
建
国
説
話
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
'
第
1
話
の
叙
述
を
解
り
て
類
型
化
を
は

か
り
、
依
拠
説
話
に
注
記
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
'
こ
の
よ
う
に
し
て
今
昔
の
依
拠
し
た
説
話
が
建
田
説
話
で
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
「
話
と
し
て
の
ま
と
ま
り
と

体
裁
と
を
撃
見
た
」
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
考
え
る
材
料
も
ま
た
'

太
平
記
話
と
の
共
通
要
弟
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
O
㈹
・
㈹
・
川
へ
㈱

・
帥
'
㈲
・
川
が
そ
れ
で
あ
る
。,

_

、
C
い

・
㈹
・
何
は
子
に
負
わ
れ
て
獅
子
の
も
と
を
逃
れ
る
母
が
喜
ん
だ
と
す
る
変
改

で
あ
る
。
源
泉
話
は
そ
の
折
の
母
の
心
情
を
描
写
し
て
い
な
い
。
㈲
・
の
は
獅

子
に
抱
か
れ
た
際
の
王
女
の
心
班
描
写
に
つ
い
て
の
増
幅
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

後
者
が
獅
子
の
妻
と
な
っ
た
身
を
悲
し
む
姿
で
あ
り
、
前
者
が
そ
の
悲
し
み
か

ら
の
脱
出
に
よ
る
喜
び
の
姿
で
あ
っ
て
'
両
者
は
獅
子
を
厭
う
姿
と
し
て
統
1

さ
れ
る
描
写
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
昔
話
に
お
け
る
王
女
の
描
写
と
し
て
1
訂
し

た
も
の
で
'
太
平
記
話
と
の
共
通
要
素
以
外
の
源
泉
話
と
の
相
違
部
分
に
も
見

O
G

て
と
れ
る
(
⑨
・
⑲
)
。
⑪
や
㈹
・
M
は
王
女
で
あ
り
な
が
ら
獅
子
の
妻
と
な

っ
た
と
す
る
加
筆
・
変
改
に
よ
る
'
王
女
が
身
に
受
け
た
桝
命
的
な
人
黙
父
は

の
不
幸
の
強
調
で
あ
る
。
又
へ
⑦
で
「
玉
光
ル
女
」
と
し
て
の
王
女
を
得
た
獅

○

子
を
喜
ば
せ
た
の
は
そ
れ
に
統
-
王
女
の
絶
望
(
㊨
)
と
の
対
照
を
目
論
ん
だ

も
の
で
あ
っ
て
'
や
は
り
そ
の
身
を
襲
っ
た
不
幸
を
強
調
し
た
加
筆
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
不
幸
の
強
調
も
又
へ
獅
子
を
厭
い
そ
の
妻
と
な
っ
た
わ
が
身
を
悲
し

む
王
女
の
抑
写
に
統
　
・
1
'
J
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
昔
話
に
見
出
さ
れ
る
こ
の
7
質
し
た
王
女
の
描
写
は
'
そ
れ
に
導
っ
も
の

と
し
て
太
平
記
謡
と
の
共
通
要
素
㈱
・
帥
'
㈲
・
川
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
依

拠
説
話
日
米
の
も
の
L
J
孝
冬
r
=
7
つ
　
;
-
J
に
5
・
仲
、
'
蝣
<
.
・
岬
は
'
こ
3
|
*
=
2

し
た
王
女
の
排
等
が
依
拠
説
話
に
お
け
る
源
泉
話
i
i
l
越
の
放
梨
に
茶
づ
く
人
物

造
型
を
踏
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

㈲
・
榊
の
抑
泉
叙
述
は
源
泉
話
中
の
王
女
の
位
位
を
山
も
捌
的
に
示
す
叙
述

で
あ
る
。
こ
れ
は
㈹
・
M
の
淋
泉
叙
述
と
連
絡
し
て
'
王
女
が
親
と
手
と
の
肘

逆
の
理
を
説
-
モ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
源
泉
詰
主
題
の
具
現
者
で
あ
る
こ
と
を

明
示
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
へ
そ
の
モ
ラ
ル
の
只
5
S
者
と
し
て
の
位

置
は
㈲
・
㈹
引
用
税
泉
話
叙
述
中
の
棒
線
部
分
に
よ
っ
て
よ
り
碇
か
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
へ
今
昔
話
・
太
平
記
話
は
そ
れ
を
承
け
て
い
な
い
。

㈲
・
B
:
は
省
略
さ
れ
'
㈱
・
M
は
変
改
を
加
え
ら
れ
て
い
て
舶
逆
の
川
を
強
-

説
-
前
半
が
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
㈲
・
的
中
棒
脱
却
は
太
平
記
話
に

な
-
'
今
昔
話
で
は
⑳
文
が
こ
れ
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
猷
泉

話
に
お
け
る
モ
ラ
ル
の
具
現
者
と
し
て
の
王
女
の
位
蝣
a
が
棄
て
ら
れ
た
こ
と
を

意
味
し
よ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
-
'
依
拠
説
話
が
折
泉
i
i
l
題
を
故
柴
し
て
'

新
し
い
説
話
把
鮎
に
よ
っ
て
本
話
柄
を
説
話
化
し
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

依
拠
説
話
に
お
け
る
新
し
い
説
話
把
捉
1
そ
れ
が
も
は
や
子
が
獅
子
を
恕
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し
た
と
こ
ろ
に
な
い
こ
と
は
㈲
・
何
の
省
略
'
㈹
・
肘
の
変
改
に
よ
っ
て
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
む
し
ろ
'
先
の
一
貫
し
た
王
女
の
描
写
へ
㈲
・
㈹
引
用

源
泉
話
叙
述
中
の
棒
線
部
を
⑳
文
に
変
改
し
た
所
に
見
出
さ
れ
る
も
の
と
考
え

慧
E
-
E
J
S

今
昔
話
⑳
文
に
お
け
る
源
泉
語
叙
述
の
変
改
は
㈹
・
M
の
変
改
の
結
果
父
で

あ
る
獅
子
を
殺
し
た
子
を
罰
す
る
T
話
の
展
開
が
失
わ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
と

見
ら
れ
る
が
'
母
・
子
を
共
に
「
離
レ
ク
ル
国
」
に
退
し
た
と
す
る
所
か
ら
す

れ
ば
、
そ
れ
は
母
・
子
を
T
話
の
主
人
公
と
し
て
描
い
た
話
の
展
開
の
帰
結
と

し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
母
は
厭
わ
し
い
獅
子
の
妻
と
な
っ
て

楢
命
的
な
人
猷
交
接
の
不
幸
を
映
-
姿
と
し
て
描
か
れ
る
。
7
方
子
は
、
そ
の

絶
望
的
な
母
を
そ
の
窮
地
か
ら
救
い
出
し
自
ら
の
手
で
益
お
う
と
す
る
孝
子
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
今
昔
語
に
お
け
る
淋
泉
話
叙
述
へ
の
加
筆
(
⑲
)
へ

変
改
(
⑨
・
⑳
・
⑬
・
⑳
)
　
に
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
⑮
・
⑩
は
獅
子
を
殺
す

こ
と
へ
の
説
明
を
含
ん
で
い
て
吏
要
で
あ
る
.
史
に
こ
の
7
質
し
た
子
の
描
写

は
'
そ
れ
へ
の
袋
中
の
結
果
と
し
て
太
平
記
話
と
の
共
通
要
素
㈹
・
川
の
変
改

を
も
生
み
出
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
'
こ
の
子

の
描
写
も
依
拠
説
話
以
来
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、
班
拠
説

話
は
獅
子
の
も
と
で
人
獣
交
接
の
不
幸
に
峡
-
母
と
そ
の
母
を
救
お
う
と
す
る

子
と
に
つ
い
て
の
叙
述
の
展
開
を
も
つ
話
と
し
て
把
挺
さ
れ
説
話
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
考
J
与
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
⑳
文
は
そ
の
よ
う
な
7
話
の
帰
結
と

し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
で
'
そ
れ
故
依
拠
説
話
に
既
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
3

以
上
'
今
昔
巻
五
第
2
請
の
依
拠
し
た
説
話
が
ど
の
よ
う
な
「
話
と
し
て
の

ま
と
ま
り
と
体
裁
と
を
撃
見
た
」
姿
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
推
論
を
略
述

し
た
。
そ
こ
に
は
源
泉
話
の
モ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
説
話
展
開
は
な
く
、
む
し

ろ
人
猷
交
接
そ
の
も
の
へ
の
説
話
的
興
味
に
基
づ
き
そ
こ
か
ら
人
を
救
う
所
に

説
話
の
展
開
を
集
中
し
て
1
話
が
形
成
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
'
本
巻
五
第
2
話
題
目
の
示
す
説
話
内
容
と
も
'
又
宝

物
集
(
九
冊
本
)
　
の
本
話
柄
の
梗
概
の
利
用
と
孝
与
ら
れ
る
次
の
記
事
と
も
符

合
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

仙
　
第
三
、
不
邪
姪
と
q
 
I
は
-
.
.
.
(
中
略
)
I
-
=
天
竺
に
は
師
子
の
妻
と
な
り
へ

】
H
;
山
F
]

霞
且
に
は
犬
に
ち
ぎ
り
を
む
す
び
'
我
朝
に
き
つ
ね
お
つ
ま
に
し
た
る
た
め

し
あ
る
め
れ
ば
、
人
ど
ち
の
事
は
こ
と
わ
り
に
侍
る
べ
き
。

五
、
依
拠
説
話
か
ら
今
昔
巻
五
第
2
話
へ

ー
「
説
話
」
に
関
す
る
F
r
　
二
の
問
題
-

今
昔
巻
五
節
2
請
が
ど
の
よ
う
な
説
話
に
依
拠
し
た
と
琴
を
り
れ
る
か
に
つ

い
て
右
に
見
て
き
た
レ
そ
の
結
果
、
㊥
仏
教
説
話
の
日
本
化
を
い
く
ら
か
認
め

得
る
説
話
、
⑤
建
国
説
話
と
し
て
の
源
泉
話
の
姿
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い
説
話
、

㊨
順
逆
の
理
を
説
-
モ
ラ
-
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
源
泉
話
の
主
張
を
放
棄
し
た
説
話
'

⑪
楢
命
的
な
人
黙
父
接
を
峡
-
母
と
そ
の
母
を
救
お
う
と
す
る
子
と
を
上
人
公

と
し
て
展
開
す
る
説
話
t
の
四
点
を
依
拠
説
話
の
特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
た
.
最
後
に
'
以
上
の
検
討
の
問
に
見
出
さ
れ
る
間
道
の
い
-
つ
か
を

と
り
あ
げ
て
略
述
し
'
小
論
の
結
び
に
か
え
る
こ
と
に
す
る
。

依
拠
説
話
の
特
徴
と
し
て
探
り
柑
た
四
点
を
見
る
と
'
@
は
勿
論
へ
⑤
・
⑥

の
結
果
⑪
を
そ
の
説
話
把
捗
の
中
心
と
し
て
い
る
所
に
も
'
こ
れ
が
説
謂
伝
承

の
間
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
準
え
る
。
依
拠
説
謡
は
'
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
'
源
泉
話
の
モ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
説
話
朕
間
を
と
ら
ず
、
む
し

ろ
人
数
交
接
そ
の
も
の
へ
の
説
話
的
興
味
に
基
づ
い
て
そ
こ
か
ら
人
を
救
う
所
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に
説
話
の
展
開
を
集
中
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
宿
命
的
な
人
猷
交

接
を
峡
-
母
と
そ
の
母
を
救
お
う
と
す
る
子
と
を
主
人
公
と
し
て
1
話
が
叙
述

さ
れ
る
。
し
か
し
'
人
猷
交
接
を
厭
わ
し
-
思
っ
て
い
る
の
は
王
女
で
は
な

い
。
王
女
が
厭
う
て
い
る
こ
と
に
し
た
説
話
の
伝
承
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
王
女

の
人
物
造
型
に
見
出
さ
れ
る
増
幅
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
人
猷
交
接
そ
の
も
の

へ
の
説
話
的
興
味
は
、
こ
の
意
味
で
'
伝
承
者
が
今
昔
の
依
拠
し
た
説
話
を
形

成
し
て
ゆ
-
間
に
抱
き
続
け
た
興
味
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
源
泉
話
か
ら

の
説
話
把
捉
の
移
動
は
こ
の
伝
承
の
結
果
に
は
か
な
ら
な
い
。
益
田
勝
実
氏
は

説
話
を
'
「
あ
る
社
会
に
お
い
て
'
口
伝
え
に
よ
っ
て
へ
人
か
ら
人
へ
と
繰
り

返
さ
れ
て
い
-
話
で
あ
り
'
そ
の
口
伝
え
に
伝
え
る
人
々
が
'
集
団
的
に
創
造

に
参
加
し
た
集
団
創
造
と
し
て
の
文
学
」
　
(
『
説
話
文
学
と
絵
巻
L
t
三
三
員
'

昭
和
聖
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
従
え
ば
'
「
説
話
」
性
と
は
そ
れ
を
伝
え

て
き
た
∧
人
間
∨
の
痕
跡
で
な
-
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
.
今
昔
巻
五
第
2
話

が
依
拠
し
た
説
話
の
「
説
話
」
性
は
'
こ
の
説
話
把
出
の
移
動
に
見
る
伝
承
者

の
'
即
ち
∧
人
間
∨
の
介
在
の
痕
跡
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
'
こ
の
よ
う
な
説
話
に
依
拠
し
た
今
昔
話
は
'
そ
れ
に
⑳
・
㊥
文
を
注

記
し
建
国
説
話
と
し
て
一
話
を
収
録
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
説
話
内
容
を
叙

述
し
た
部
分
は
依
拠
説
話
を
は
ば
忠
実
に
踏
襲
し
た
も
の
と
考
冬
ら
れ
る
。
同

様
の
収
録
過
程
を
経
た
と
見
ら
れ
る
巻
五
第
1
話
と
そ
の
依
拠
説
話
の
姿
を
伝

え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
宇
治
拾
迫
物
語
話
と
の
説
話
内
容
叙
述
部
分
に
お
け
る

同
文
的
対
応
関
係
が
そ
れ
を
教
え
る
。
更
に
へ
本
話
題
目
の
示
す
内
容
が
依
拠

説
話
の
叙
述
の
展
開
の
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
所
と
近
い
こ
と
は
'
今

昔
が
'
説
話
配
列
上
建
国
説
話
の
姿
を
撃
見
て
は
い
る
が
'
説
話
そ
の
も
の
の

把
搾
点
に
つ
い
て
も
依
拠
説
話
を
踏
現
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
へ
今
昔
話
に
は
、
子
に
殺
さ
れ
る
獅
子
の
描
写
(
⑳
・
⑳
)
に
叙

述
の
増
幅
が
認
め
ら
れ
る
。
源
泉
話
の
叙
述
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○

㈲
子
は
共
の
前
に
即
-
に
父
は
遂
に
馴
れ
伏
せ
り
。
足
に
於
て
か
親
愛
の
た
め

に
窓
を
忘
る
。
乃
ち
刀
を
腹
中
に
劃
し
た
れ
ど
も
'
尚
慈
愛
を
懐
い
て
猶

急
毒
の
こ
と
無
し
。
乃
ち
腹
を
剥
く
に
至
っ

て
苦
を
含
ん
で
死
せ
り
。

こ
の
源
泉
話
叙
述
に
対
し
て
そ
れ
を
獅
子
の
動
き
と
し
て
描
写
し
、
政
経
部
を

省
略
し
て
獅
子
の
愛
情
を
強
調
し
た
の
が
今
再
話
に
見
る
叙
述
で
あ
る
。
太
平

記
話
は
獅
子
の
動
き
に
つ
い
て
の
描
写
が
ほ
と
ん
ど
な
く
'
子
に
語
り
か
け
た

こ
と
ば
で
増
幅
を
果
し
て
い
る
。
従
っ
て
'
今
昔
話
の
獅
子
の
動
き
を
中
心
と

す
る
叙
述
は
依
拠
説
話
の
踏
襲
に
よ
る
の
で
は
な
く
へ
「
平
安
朝
の
行
動
文
学
」

(
長
野
昔
7
氏
'
「
平
安
朝
の
行
動
文
学
」
、
国
語
と
国
文
学
'
昭
和
g
j
-
ォ
>
)

と
も
い
わ
れ
る
今
背
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
考
与
ら
れ
る
。

こ
の
叙
述
的
幅
は
今
昔
話
の
説
話
そ
の
も
の
の
把
挺
点
を
寧
見
る
上
で
苅
要

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
丑
-
見
、
又
今
昔
編
者
の
作
家
的
手
腕
を
認
め
る
所
か
ら

す
れ
ば
、
そ
れ
は
'
人
数
交
接
を
喋
-
母
の
た
め
に
獅
子
を
殺
す
と
い
う
叙
述

の
展
開
を
も
つ
依
拠
説
話
に
対
し
'
子
が
獅
子
を
投
す
場
面
に
お
い
て
潮
で
あ

り
な
が
ら
父
と
し
て
の
無
位
の
愛
情
を
子
に
そ
そ
ぐ
獅
子
の
姿
を
強
調
し
て
'

父
子
問
の
運
命
的
な
相
知
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
・
.
*
-
-

'
-
-
"
-
為
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

建
国
説
話
の
外
姿
を
も
つ
今
昔
話
の
説
話
そ
の
も
の
は
'
父
子
問
の
運
命
的
相

魁
と
し
て
把
捉
さ
れ
そ
の
兵
制
と
し
て
叙
述
を
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
'
こ
の
よ
う
な
理
解
は
'
本
話
の
自
由
な
鑑
裳
と
し
て
は
可

能
で
あ
っ
て
も
今
背
自
身
が
何
を
な
し
得
た
か
を
厳
密
に
探
ろ
う
と
す
る
上
か

ら
は
認
め
る
こ
と
が
難
か
し
い
。
獅
子
が
そ
の
子
に
殺
さ
れ
る
場
面
で
は
碇
か
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に
獅
子
と
子
と
は
対
立
的
に
描
か
れ
て
い
る
3
し
か
し
'
そ
れ
は
7
話
全
休
の

叙
述
の
展
開
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
だ
。
む
し
ろ
r
こ
の
切

面
で
の
叙
述
増
幅
は
、
今
昔
白
身
の
こ
の
よ
う
な
設
定
に
対
す
る
特
別
の
興
味

が
全
休
の
説
話
把
握
と
は
無
関
係
に
個
別
的
な
形
で
生
み
出
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
導
い
た
の
は
依
拠
説
話
に
も
あ
っ
た
と
考
与
ら
れ
る

資
料
㈲
中
の
「
父
」
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
源
泉
話
の
地
の
文
で
獅
子
を
「
父
」

と
呼
ぶ
の
は
こ
の
箇
所
に
限
ら
れ
る
。
今
昔
が
父
子
間
の
愛
惜
に
特
別
の
興
味

を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
肇
一
第
1
話
'
巻
四
第
4
1
話
の
説
話
配
列
位
置
'
巻

五
節
5
話
で
の
父
子
別
離
の
場
面
の
描
写
、
そ
の
他
巻
九
孝
養
詔
諸
話
や
本
朝

の
父
子
を
主
人
公
と
す
る
説
話
の
叙
述
に
型
り
か
で
あ
る
。

た
だ
'
今
昔
巻
五
第
2
話
が
こ
の
叙
述
増
幅
を
正
-
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
先

の
よ
う
な
理
解
を
可
能
に
し
て
い
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
今
昔
説
話

の
評
価
に
つ
い
て
は
話
毎
に
様
々
で
あ
る
が
'
説
話
文
学
と
し
て
認
め
ら
れ
た

り
物
語
的
説
話
と
呼
ば
れ
た
り
し
て
よ
-
と
り
あ
げ
ら
れ
る
説
話
に
は
右
の
よ

う
な
叙
述
増
幅
が
必
ず
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
'
説
話
が
説
話
文
学
・
物
語

的
説
話
と
な
る
間
に
そ
の
よ
う
な
叙
述
増
幅
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
介
在
し

た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
本
話
の
叙
述
増
幅
が
7
話
全
休
の
説
話
把
捉
と
は
鰯

関
係
に
個
別
的
な
形
で
今
昔
自
身
の
特
別
な
興
味
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
説
話
が
説
話
文
学
・
物
語
的
説
話
と
な
っ
て
ゆ
-
追

筋
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

子
が
獅
子
を
殺
す
切
面
で
の
叙
述
増
幅
は
1
詰
全
体
の
説
話
把
握
と
関
連
す

る
今
昔
の
目
論
み
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
で
は
今
昔
の
な
し
得
た
こ
と
は
何
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
次
の
二
点
に
つ
い
て
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
1
つ
は
、
今
昔
話
・
源
泉
詰
問
の
省
略
・
増
幅
の
有
様
に
見
る
説
話
叙

述
の
展
開
の
集
中
化
で
あ
る
。
い
ま
7
つ
は
、
説
話
蒐
柴
・
説
話
定
着
の
過
程

で
本
話
を
天
竺
説
話
と
し
て
認
定
L
t
天
竺
部
説
話
の
体
裁
を
撃
乙
て
天
竺
部

に
所
収
し
た
点
で
あ
る
。

前
者
は
、
太
平
記
話
と
の
共
通
要
素
以
外
の
源
泉
話
へ
の
省
略
・
増
幅
侍
所

が
す
べ
て
1
話
の
説
話
把
捉
の
具
現
と
し
て
見
ら
れ
る
点
に
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
は
'
国
東
文
麿
氏
の
説
か
れ
る
説
話
の
原
則
的
形
態
-
「
ひ
と
り
の
実
在

人
物
(
輔
物
)
の
一
異
常
事
を
中
心
に
お
き
'
そ
れ
に
向
か
っ
て
条
件
的
事
実

を
客
観
的
に
'
ま
た
連
続
的
・
直
線
的
・
集
中
的
に
描
き
進
め
て
行
-
短
小
な

作
品
」
　
(
「
説
話
と
説
話
文
学
'
」
、
解
釈
と
鑑
裳
、
昭
和
4
・
2
)
　
に
適
合
す

る
。
太
平
記
話
に
お
け
る
今
昔
話
と
の
共
通
要
素
以
外
の
叙
述
増
幅
が
1
話
の

説
話
把
桝
と
加
悦
係
に
行
な
わ
れ
て
い
る
点
と
比
べ
て
も
'
今
昔
話
の
叙
述
が

説
話
の
脱
別
的
形
態
と
し
て
ど
れ
程
整
っ
た
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

後
者
は
'
第
2
即
で
略
述
し
た
所
と
関
わ
る
。
本
話
の
場
合
'
そ
の
依
拠
説

話
は
日
本
化
を
経
た
説
話
で
あ
り
'
「
国
の
王
」
の
呼
称
も
恐
ら
-
「
国
王
」

「
王
」
以
外
の
も
の
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
邦
の
他
説
話
資

料
の
多
く
は
'
そ
の
よ
う
な
日
本
化
を
経
た
形
そ
の
ま
ま
で
説
話
を
収
録
す

る
。
と
こ
ろ
が
今
市
は
、
そ
れ
を
天
竺
説
話
と
認
止
し
「
国
王
」
の
呼
称
を
も

っ
た
説
話
と
し
て
本
姓
に
妃
若
し
た
。
更
に
原
典
を
関
し
て
注
記
を
加
え
た
徴

証
さ
え
あ
る
3
勿
論
'
今
背
中
に
は
そ
の
認
定
を
誤
っ
た
例
も
あ
る
(
巻
四
第

3
2
話
'
怨
十
第
3
1
話
等
)
。
し
か
し
'
今
昔
が
各
部
所
収
説
話
と
し
て
よ
り
ふ

さ
わ
し
い
説
話
を
求
め
た
こ
と
は
'
巻
五
第
3
2
話
と
そ
の
関
係
説
話
と
を
比
べ

れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
へ
私
は
今
昔
を
評
価
し
た
い
。
そ
の

意
味
で
'
今
昔
が
三
国
一
天
竺
・
震
且
・
本
朝
一
の
説
話
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立

て
を
以
っ
て
へ
或
い
は
細
部
に
わ
た
る
組
織
化
を
図
っ
て
配
列
し
て
い
る
点
は
'
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そ
の
説
話
蒐
集
・
説
話
定
着
の
問
に
こ
の
よ
う
な
営
為
を
経
て
い
る
所
に
お
い

て
よ
り
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
な
-
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
へ
今
首
巻
五
第
2
話
の
依
拠
説
話
を
探
る
こ
と
を
中
心
に
考
察
を
進
め
、

そ
の
検
討
の
問
に
見
出
さ
れ
る
「
説
話
」
に
関
す
る
1
.
二
の
問
題
に
も
言
を

及
ぼ
し
た
。
説
明
不
足
の
点
も
多
-
残
し
た
が
'
大
方
の
御
叱
正
・
御
批
正
を

仰
ぐ
こ
と
と
し
て
筆
を
お
き
た
い
。

付
記
　
小
論
は
今
市
物
語
災
所
収
説
話
各
話
に
つ
い
て
の
個
別
的
検
討
の
1

つ
と
し
て
苛
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)




